
単元名 「 古代の日本 」 （第１学年 B（１）古代までの日本）

■本時の概要

■単元の目標
東アジアとの接触や交流と政治や文化の変化などに着目し、諸資料から歴史に関する様々な情報を調べまとめるこ
とを通して、古代の日本を大観し、その特色を多面的・多角的に考察・表現する。

■本事例のポイント
１.単元計画を柔軟にデザインすることで、生徒が古代の日本の特徴を示す「視点」に着目しやすいようにした。
２.単元の終末に時代の特徴をまとめる時間を設けることで、古代の日本を大観できるような深い学びを目指した。
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■単元の指導計画（10時間）
第１小単元（４）
「日本ではどのようにして律令国家が形成
されていったのか」
・大和政権の支配の広がりを理解する。
・聖徳太子らの政治の特色を理解する。
・律令制度の特色を理解する。

第２小単元（６）
「大陸から伝わった文化や制度は、日本の
社会にどのような変化をもたらしたのか」
・律令制度の仕組みを理解する。
・平安時代の政治の特色を理解する。
・奈良時代と平安時代の文化の特色を
理解する。
・古代の日本の特色をまとめる。

歴史の学習においては、
「時代を大観する」という
視点で学習を進めていく
ことが重要になります。

【学習課題】
日本の歴史における「古代」は、どのような時代といえるだろうか。

【学習活動】
① 前時までの学習内容を振り返る

② 単元の学習範囲にある「キーワー
ド」を整理する

③ 自分なりのまとめ方を決める
☆生徒の「学習調整」の場面☆

④ 「古代の日本」の特徴について
プリントにまとめる

「時代を大観する」ため
に必要な情報（キー
ワードなど）を、既習内
容から整理する時間を
設けています。



■指導と評価の工夫

①深い学びにつながる単元計画をデザイン
＊「古代の日本」の特徴をつかみやすくするために、中項目を、
人類の誕生～弥生時代／古墳時代～平安時代というよう
に、大きく２つに区分。

＊「どのような政治が展開されたか」という視点に着目して考察
することで、古代という時代を大観する深い学びへとつながる。

＊教師にとっては、評価規準が明確になり、生徒の学びの姿が
具体化されることでより丁寧な形成的評価ができる。

この生徒は、単独での学
習形態を選択し、教科書
をじっくり見ながら、課題
解決に必要なキーワード
を探しています。

グループでの学習形態を選
択した生徒たちです。意見
交換の途中で教師を呼び、
課題解決のヒントになるよう
なアドバイスを求めています。

この生徒は、教科書内の
キーワードを時代、文化、
世紀、政治などに分類し
て、まとめる時の参考にな
るように工夫しています。

■学習調整をしている子供の姿

②生徒自らが学習形態やまとめ
方の種類を選択

＊課題解決のための情報収集の
活動において、単独、ペア、グ
ループなどの学習形態を生徒が
自由に選べるようにした。

分からないことは近く
の友達に聞いてみて、
参考にしよう！

子供が学び方を選択・決定する場面の設定

困っている友達と一緒
に考えて、課題を解決
していこう！



■成果（○）と課題（▲）
○単元の学習計画をデザインし直したことで、生徒が時代を大観する上で必要な視点（どのような政治が展開され
たか等）を明確にすることができた。教師側にとっても、常に「時代を大観する」という視点で授業を展開することが
できた。

〇まとめ方を選択できるようにしたことで、生徒自身が自分に合った方法を見付け、学習調整する姿が見られた。
▲単元の終末にまとめの時間を設けるためには、基礎的・基本的な歴史に関わる事象を重点的に選んで指導内
容を構成する必要があるが、その判断が難しい。

▲複数の歴史的な視点に着目しないと、「多面的・多角的に考察・表現」することにはならないため、「どのような政
治が展開されたか」以外の視点に着目できる工夫（キーワードの分類など）が必要であった。

＜表形式＞ ＜箇条書き式＞＜解説式＞

「文章でまとめるのが苦手だから、表
でまとめたい」という理由で表形式を
選択したAさん

「色を使い分けて、見やすいようにき
れいにまとめたい」という意欲をもって
解説式を選択したBさん

「キーワードごとにシンプルにまとめて
みたい」という理由で箇条書き式を
選択したCさん

■学習調整をしている子供の姿
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